
7 4 月号

平
成
20
年
度
の
町
の
予
算
を
決
定

３
月
議
会
定
例
会

　

３
月
10
日
か
ら
３
月
21
日
を
会
期
に
、
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
南
越
前
町
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
に
関
す
る
補
正
予
算
15
議
案
を
は
じ
め
、

平
成
20
年
度
南
越
前
町
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
な
ど
14

の
特
別
会
計
と
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
る
水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
16
議
案
、
条
例

や
規
約
の
変
更
な
ど
に
関
す
る
22
議
案
、
そ
の
他
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
１

議
案
、
人
事
案
件
５
議
案
な
ど
59
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計  

一
億
六
千
七
百
五
十
六
万
二
千
円
を
減
額

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
六
千
七
百
五
十
六
万
二
千
円
を
減
額
し
、
八
〇
億
四
千
二
百 

九
十
四
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
事
業
費
の
確
定
や
不
用
額
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
一
億
三
千
四
百
三
十
八
万
七
千
円
と
減
債
基
金
五
千
万
円
全
額
を

繰
り
戻
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
補
正
額
の
主
な
も
の
】

  

歳　

入

　
　

●   

町
税　

町
民
税	

千
二
百
二
十
九
万
二
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

固
定
資
産
税	

四
百
六
十
万
五
千
円
の
増
額

　
　

●   

地
方
交
付
税　

普
通
交
付
税	

一
億
三
千
四
百
三
十
三
万
千
円
の
増
額

　
　

●   

分
担
金
及
び
負
担
金　

保
育
料	

千
二
百
八
十
一
万
三
千
円
の
減
額

　
　

●   

県
支
出
金　

核
燃
料
税
交
付
金	

四
千
四
百
万
円
の
減
額

　
　

●   

財
産
収
入　

土
地
売
払
収
入	

千
百
八
十
五
万
千
円
の
増
額

　
　

●   

繰
越
金	

三
千
七
百
二
十
六
万
五
千
円
の
増
額

　
　

●   

町　

債	

九
千
七
百
三
十
万
円
の
減
額

会　計　名 補正前の額 補　正　額 計

国 民 健 康 保 険 1,218,485 7,108 1,225,593

国 民 健 康 保 険
今 庄 診 療 所

319,693 ▲ 8,474 311,219

河 野 診 療 所 98,901 ▲ 5,960 92,941

簡 易 水 道 516,204 ▲ 1,717 514,487

個別排水処理施設 12,630 ▲ 1,000 11,630

老 人 保 健 1,665,568 ▲ 20,456 1,645,112

農 業 集 落 排 水 480,941 25,699 506,640

老 人 保 健 施 設 173,700 ▲ 3,467 170,233

介 護 保 険 1,162,127 ▲ 25,290 1,136,837

ケーブルテレビ 129,301 4,011 133,312

下 水 道 319,926 77,137 397,063

（単位：千円）

  

歳　

出

　
　

●   

南
越
清
掃
組
合
負
担
金	

二
千
十
二
万
五
千
円
の
減
額

　
　

●   

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金	

四
千
四
百
五
十
六
万
六
千
円
の
増
額

　
　

●   

今
庄
診
療
所
、
河
野
診
療
所
繰
出
金	

三
千
八
百
二
十
七
万
八
千
円
の
減
額

　
　

●   

南
越
消
防
組
合
負
担
金	

千
二
百
五
十
九
万
七
千
円
の
減
額

　
　

●   

上
平
吹
橋
線
、
前
田
道
線
改
良
、
糠
住
民
利
用
駐
車
場
整
備

	

三
千
六
百
九
万
七
千
円
の
減
額

　

な
お
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
な
ど
、
五
百
九
十
四
万
五
千
円
の
繰
越
明
許
費
を
設

定
し
ま
し
た
。

特別会計　4 千 7 百 59 万 1 千円を増額
　特別会計は、11 の会計で予算の補正を行い、補正後の 13
の特別会計予算総額は、六十一億五千四百七十三万六千円と
なりました。これは主に事業費の確定や不用額の減額による
ものです。

平
成
19
年
度
南
越
前
町
補
正
予
算



84 月号

 
総
　
　
額
　
　
　
百
二
十
億
八
千
八
百
九
十
二
万
五
千
円

 

一
般
会
計
　
　
　
　
　
七
十
七
億
五
千
九
百
一
万
六
千
円

 

特
別
会
計
　
　
　
　
　
四
十
一
億
三
千
百
九
十
万
五
千
円

 

企
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
九
千
八
百
万
四
千
円

（
本
紙
２
～
６
ペ
ー
ジ
）

︻
条
例
や
規
約
の
変
更
︼

● 

行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制

定

　

 

商
工
観
光
課
を
廃
止
し
、
農
林

水
産
課
を
産
業
振
興
課
と
改

め
、
事
務
執
行
体
制
を
見
直
し

ま
し
た
。（
本
紙
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）

●  

南
越
前
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
南

越
前
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

 

地
方
公
務
員
法
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
町
で
も
育
児
短
時
間
勤

務
制
度
の
創
設
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

●   

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
制
定

　

 

国
か
ら
譲
与
さ
れ
た
里
道
や
水

路
な
ど
の
使
用
許
可
手
続
き
や

使
用
料
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

● 

南
越
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

 

医
療
制
度
の
改
正
に
伴
う
健
康

保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、徴

収
方
法
と
納
期
を
改
め
ま
し
た
。

● 
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

　

 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
を
新
設
し
ま
し
た
。

● 

南
越
前
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

制
定

　

 

南
越
前
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
の

設
置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
事

項
を
定
め
ま
し
た
。

●  

南
越
前
町
河
野
地
区
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
支
給
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正

　

 

河
野
地
区
か
ら
高
等
学
校
等
へ

就
学
す
る
支
援
金
の
月
額
を

２
、５
０
０
円
か
ら
２
、０
０
０

円
に
改
め
ま
し
た
。

●  

公
共
施
設
の
使
用
料
統
一
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
制
定

　

 

公
共
施
設
の
使
用
料
を
統
一
し

ま
し
た
。

●  

南
越
前
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
制
定

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
実
施

に
あ
わ
せ
、
町
が
行
う
事
務
に

関
し
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●  

南
越
前
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　

 

国
民
健
康
法
施
行
令
等
の
公
布

に
よ
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●  

南
越
前
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

 

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
公
布

に
よ
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●  

南
越
前
町
営
河
野
地
区
駐
車
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正

　

 

河
野
地
区
に
新
た
に
町
営
駐
車

場
を
整
備
し
た
た
め
使
用
料
等

を
定
め
ま
し
た
。

　

糠
地
区
第
２
駐
車
場

　

３
、０
０
０
円
（
月
額
）

●  
南
越
前
町
水
道
事
業
の
設
置
に

関
す
る
条
例
制
定

●  

南
越
前
町
水
道
事
業
に
管
理
者

を
置
か
な
い
こ
と
の
条
例
制
定

●  

南
越
前
町
企
業
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

●  

南
越
前
町
水
道
事
業
給
水
条
例

制
定

●  

南
越
前
町
簡
易
水
道
給
水
条
例

の
一
部
改
正

　

 

南
条
統
合
簡
易
水
道
事
業
の
完

成
に
伴
い
、
南
条
簡
易
水
道
事

業
は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
よ
り
新
た
に
水
道
事
業
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。
管
理
者
は

置
か
な
い
こ
と
と
し
、
公
営
企

業
職
員
の
給
与
等
は
町
一
般
職

と
同
様
に
定
め
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
水
道
事
業
の
給
水
に
つ

い
て
も
定
め
ま
し
た
。

（
本
紙
12
ペ
ー
ジ
）

●  

南
越
前
町
農
業
集
落
排
水
施
設

等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正

●  

南
越
前
町
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

　

 

合
併
前
の
3
地
区
の
下
水
道
料

金
を
統
一
し
ま
し
た
。

（
本
紙
12
ペ
ー
ジ
）

●  

町
道
路
線
の
廃
止
、
認
定
及
び

変
更

　

廃
止
２
路
線

　
　

 

中
小
屋
長
沢
線
・
合
波
宇
津

尾
線

　

認
定
５
路
線

　

・
中
小
屋
村
廻
り
線

　
　

 

中
小
屋
77
字
（
村
廻
り
）
７

か
ら
14
―
３

　

・
合
波
広
野
線

　
　

 

合
波
29
字
（
梅
ノ
木
）
６

－

５
か
ら
広
野
5
字
（
若
宮
）

１
１
２

　

・
東
谷
国
兼
線

　
　

 
東
谷
18
字（
落
合
）16

－

3
か

ら
清
水
７
字（
堀
之
内
）25

　

・
大
道
嶋
線

　
　

 

東
大
道
19
字（
茶
ノ
木
原
）
69

か
ら
脇
本
16
字（
鳥
神
）
44

　

・
塚
之
前
線

　
　

 

脇
本
1
字
（
塚
之
前
）
31
か

ら
32

　

変
更
３
路
線

　

・ 

長
沢
中
小
屋
線
の
終
点

　

・
八
乙
女
鯖
波
線
の
終
点

　

・
四
反
田
線
の
起
点

　

 

そ
の
他
、
福
井
県
自
治
会
館
組

合
規
約
及
び
福
井
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
を
一
部

変
更
し
ま
し
た
。

● 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

 

次
の
２
施
設
の
指
定
管
理
者
を

定
め
ま
し
た
。

 

・
南
越
前
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク　

　

㈱
南
越
前
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク

 

・
糠
第
２
駐
車
場

　

糠
区
区
長

● 

南
越
前
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

 

・
橋
本　

昭
雄
氏（
西
大
道
・
66
歳
）

 

・
西
川　

忠
夫
氏（
長
沢
・
65
歳
）

 

・
藤
井
彦
四
郎
氏（
甲
楽
城
・
65
歳
）

　

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

 

・
赤
澤　

健
一
氏（
八
飯
・
59
歳
）

 

・
小
原　

一
孝
氏（
小
倉
谷
・
53
歳
）

の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
南
越
前
町
当
初
予
算



9 4 月号

︻
一
般
質
問
︼

●
山
本　

優
議
員

 

・ 
自
然
環
境
を
活
か
し
た

青
少
年
の
研
修
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

 

・ 「
青
少
年
体
験
活
動
総

合
プ
ラ
ン
」
へ
の
参
加

に
つ
い
て

●
野
﨑
道
男
議
員

 

・ 

合
併
後
の
３
年
を
振
り

返
っ
て

●
生
駒
一
義
議
員

 

・ 

総
合
事
務
所
の
今
後
の

事
務
分
掌
の
あ
り
方
に

つ
い
て

 

・ 

委
託
業
務
の
見
直
し
に

つ
い
て

●
平
谷
弘
子
議
員

 

・ 

今
庄
保
健
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て

●
澤
﨑
信
雄
議
員

 

・ 

中
山
間
地
域
の
集
落
実

態
と
対
策
に
つ
い
て

●
向
瀬
英
渡
議
員

 

・ 

南
越
清
掃
組
合
分
担
金

の
削
減
に
つ
い
て

●
高
谷
皓
之
議
員

 

・ 

地
域
の
活
力
低
下
に
つ

な
が
る
葬
祭
の
あ
り
方

に
つ
い
て

今庄認定こども園（仮称）

民営化受託法人募集
　急速な少子化の進行や就労をはじめとする家庭や地域を取
り巻く環境の変化および就学前の教育・保育に対するニーズ
の多様化に対応するため、町では今年度新たに、今庄地区に
認定こども園を整備し、平成 21年 4月開園の予定です。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼

保
連
携
型
の
総
合
化
施
設

で
、
一
つ
の
建
物
の
中
に

幼
稚
園
と
保
育
所
を
配
置

し
、
一
体
的
に
運
営
を
行

う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
事
情
を
考

慮
し
な
が
ら
多
様
な
保
育

事
情
に
応
え
る
た
め
、
こ

の
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営

に
つ
い
て
は
民
営
化
に
よ

り
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
受
託
法
人
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

3
月
24
日（
月
）か
ら

4
月
14
日（
月
）ま
で

応
募
で
き
る
法
人

  

南
越
前
町
内
と
丹
南
地
域

の
市
町
に
事
業
所
等
が
あ

る
社
会
福
祉
法
人
ま
た
は

学
校
法
人

■
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課

　

☎
47
・
８
０
０
７

平成21年
４月開園

南
越
前
町
知
的
障
害
者
相
談
員

　

南
越
前
町
知
的
障
害
者
相
談
員
と
し
て
次
の
方
が
県
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
更
正
援
護
の
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
の
業
務
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
員　

畑　

實
氏（
荒
目
）　

℡
45

－

０
５
４
３

任　

期　

平
成
20
年
4
月
1
日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日

■
問
合
せ　

保
健
福
祉
課　

☎
47
・
８
０
０
７

議　会

　

本
町
消
防
団
の
長
年
に
わ
た
る

活
動
功
績
等
を
称
え
ら
れ
、
平
成

20
年
3
月
7
日
に
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
た
第
60
回
日
本
消
防
協
会

定
例
表
彰
式
に
お
い
て
、
消
防
団

と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
「
特

別
表
彰
ま
と
い
」
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
章
報
告
を
受
け
た
増

澤
町
長
は
「
私
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
の
は
、
日
頃

か
ら
生
命
と
財
産
を
守
っ

て
く
れ
る
消
防
団
活
動
に

よ
る
も
の
。
住
民
の
信
頼
に

応
え
る
た
め
、
ま
す
ま
す
の

精
進
を
切
望
し
ま
す
。」
と

栄
誉
を
た
た
え
、
清
水
美
征

団
長
は
「
消
防
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
に
迅
速
、
的
確
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

南
越
消
防
組
合
南
越
前
消
防
団

は
９
個
分
団
１
７
９
名
の
団
員
と

消
防
車
両
12
台
を
所
有
し
、
日
夜

不
断
の
努
力
で
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

わがまちの
消防団に栄誉

日本消防協会「特別表彰まとい」受章


